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濯田雪渓の「日本鳥類図絵」

ここに紹介するのは、現在函館中部商等学校に保管きれ

ている博物館の旧蔵品である。潔田雪渓は、仙台の人で函

館県時代に函館に招かれた画工で、「アイヌ絵」やr鵜山

道図巻」「函湾全景」などが博物館と図書館にある。「日

本鳥類図絵」は何冊かに分かれていたのであろうが、いま

は正しい表題も明らかでない。これは函館県博物場御用掛

であった明治18年に完成したもので烏の生態が彩色で描か

れている。当時の博物場には函館在留のT.W.ブラキス

トンと福士成豊の日本鳥類剥製標本1314羽が陳列され、ブ

ラキストンとプレイヤー共著rBIRDSOFJAP

AX」でブラキストン・ラインが学界などで話題となって

いた。

ブラキストンの鳥類剥製標本は、明治41年に北海道大学

に移')現在艇学部付属博物館にあるが、潔田雷漢の鳥類図

絵は自然科･学史、美術史上貴重な存在といえよう。

明
捲
一

〃言一

曲 率
鯛
嫌

稗
用
痛

博
翰
零

濯
倒
す

f謬冨局
乙牡

透謹

巣
雷
『



(2 SARANIP

|研究と資料l

恒吉休右衛門の事跡
箱館戦争に使用された軍服と、血染のチョッキは、日本

軍服変遷史上極めて貴愈な資料として、サラニップ第15号

でも紹介したが、今回は所用者‘腫吉休右衛門の経歴につい

て註れてみることにした。

休右衛門は弘化3年（1846）恒吉喜作の次男として鹿児

島に生まれた。長男半兵術とは2歳違いであるが、両親の

期待は生まれつき利発な休右術''1に注がれていた。

明治元年戊辰戦争の勃発で、彼は薩摩兵具方三瀞隊長に

抜撒され、兄半兵術（半隊長）と共に、東征大総督に従い

錦旗を掲げて江戸へ向った。

腰着状態が続いていた奥羽の戦線を打開するため、西郷

隆盛を総指揮官とする兵具隊に出軍の命が下ったのは8月

3日であった。

最後まで頑強に抵抗を続ける庄内藩兵を随所に撃破し、

四方の国境を取り囲み、総攻撃の遡伽を完了した一触即発

の時点で、参謀黒田了介より兵具三番隊に出された「至急

後令を待つように」との命令密も保存されているが、日付
た超掩

は9月26日11時発とある。翌日、藩主酒井忠篤は全面降伏

を申し出、多くの犠牲者を出すことなく奥羽の戦乱は終嬬

をみたのである。降る者は罰せずの寛大な降伏条件を結ん

だ西郷は、兵具隊を率いさっさと撤退してしまった。この

ことで、庄内の人々は、西郷を救世主の如く崇めたという

話が伝えられている。

箱館戦争で黒田のとった終戦処理もまた、この時の西郷

の感化によるものといわれる。

「明治二己歳箱館出躯前於東京写」と襲書のある写真も
ひ』う

残されているが、屑から挙銃を吊り指揮用の鞭を持った瓢
力 茨，健やと

惇な薩摩隼人の遺影は、まだ黒ラシャの軍服を着用してい

ないので、これ以後入手したものであろう。

箱館攻略を目ざす第一次追討躯力蝦夷地乙部に上陸した

のは4月9日のことで、脱走車の思わぬ反撃に苦戦を強い

られた官軍は予定を早め4月16日、薩摩兵具隊を含む第二

次追討軍を江差に上陸させた。兵具三番隊は、直ちに苦戦

を続ける二股峠の応援に駆けつけた。脱走軍の守将土方歳

三もこの天険を重視、地形を利用した銃撃戦は16日間、断

続的に行われ、両軍の消費弾薬は100,000余発を数えた。

三番隊は勇猛果敢に数度の攻撃を試みたが、陣地を攻略で

きず、勇気ある撤退作戦に変更された。標高500洞を越え
お二

る骨幹山脈の道なき道を切り開き、安野呂より噴火湾の落
しぺ

部へ中央突破するという想像を絶する行動に出たのも兵具

隊で、硯走軍の補給を絶つ目的も果たした。

5月11日箱館総攻撃が開始され、桔梗野方面より行動を

開始した三番隊は右翼攻撃隊に参加、脱走軍もまた、この

戦に最後の運命を賭け、大鳥圭介指揮のもとに既設の塗塁

を利用した銃撃戦が行われた。早朝からの激戦で弾薬の欠

ヨヨ一

雲 一一言。』

･恒吉半兵術勝砿・‘恒吉休右衛門勝賀

乏した三番

隊は隊長を

先頭に突撃

に移ろうと

した時、飛

来した一弾

に休右衛門

は胸部右脇

に賀通銃創

を被った。

雌医長安藤

輔聯の必死

の手当も空

しく23歳の

生涯を閉じ

た。弾痕の

ある軍服と

血染のチョ

ッキはこの

時のもので時のもので、遺骸は兄の手で汐見ヶ丘に埋葬された。

5月18日五稜郭は開城された。榎本以下首謀者7名は皇

裁を仰ぐべく唐丸篭で東京へ押送され、その途中、それぞ

れ心境を歌や、詩に託した。この時の激戦を回想した荒井

郁之助のよめる歌に

「もののふの血汐に染めし桔梗野に

草もみどりになりやしつらん」

薩摩藩は功を称え破格の恩給脈番を交付した。

御扶持米百俵但し三拾ケ年限

兵具隊小隊長・腫吉休右術門
ぬき

右は昨春以来諸所に出兵致し王事のため忠節を抽んで稀
お冬

戦に及び賊巣を屠り速に成功を賞め得て御藩威も相立実に
も”】ふきかん

完難の功少からず候処、終に戦死を遂げ千歳武夫の亀鑑と
ふ

相成べ〈、別して御感の至に候、ついては親予兄弟の情不
蝿

愁と思召され等級被仰付出行の通り被下澱かれ候。右申渡

すべく候。十二月知政所
こうじ

その後、一家は東京へ引き移り、半兵衛は麹町警察署に

勤めたが、わが子の戦死した土地で、賎り少い年月を終り

たいとする父喜作の願望も黙し難く、一家を挙げて草深い

桔梗野に居を移した。遺品もまた、鹿児島から、東京へ、

そしてゆかりの地函館へと移された。

時移り大正11年、恒吉与治郎（半兵衛の次男・七飯村々

長）の手で、五稜郭公園内懐旧館（現兵樋庫）に一括寄贈

公開された。その後館の閉鎖、管理者の移動で散逸し、昭

和30年、博物館五稜郭分館に軍服は引き継がれた。

草苦々の桔梗野一帯も今は函館のベットタウンとして色

彩豊かな住宅力建ち並び、往時の面影は何一つ残されてい

ないが､子孫の方は今もなお､桔梗野の辺に住んでおられる。

<五稜郭分館庶務係長西田祐一
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レオナルド・ダ・ピンチの世界

”動く科学発明展"を振り返って

レオナルド・ダ・ピンチ（1452-1519）は、ルネッサン

ス期にイタリアが生んだ偉大な芸術家として知られ、同時

にすぐれた科学者でもあった。

芸術家としては「最後の晩餐｣｢岩窟の聖母｣｢聖アンナと

聖母子｣｢キリスト謹生｣｢アンギアリの戦い｣｢モナ・リザ」

など不朽の名作として広く知られているところである。

レオナルドは芸術家として高く評価されているとともに

科学者、技術者としても、人体解剖図・絵画論・鳥の飛翻

に関する研究・飛行機・ヘリコプター・地理学・地便学二

水力機械装篭・運河・都市計画・建築・天文学・物理学・

化学・数学・図形・工作機械・船・その他あらゆる科学、

技術の分野にわたる記録、考察などが、レオナルドの「手

稿」と呼ばれ、左手で文字を裏返しに書いたので全頁が『

鏡像文字」になっている。

比類のない創造力と奇想天外な構想を知ることができる

精密なスケッチをもとに、レオナルドの研究家であるロベ

ルト・ガッテリ博士が復元、製作されたものが展示された‐

この展覧会は国立科学博物館移動展として北海道新聞社

が道内6市を巡回する方法で開催され、青少年はもとより

大人にいたる幅広い入館者が連日みられた。

従来（現在も）の展示は目で見ること、説明パネルを読

むことが多いが、特に目で見、手で触れることによる科学

的な探究心と創造の世界をつくりだすなど、今回のような

展示方法で今後も展示したいと考えている。

また各地方博物館では多額の費用を要する特別展の開催

は大変むずかしいため、日博協・道博協が主体となっての

巡回展開催を望んでいる。

一財団法人科学博物館後援会発行資料参照一

く主事横山勉＞

特別展箱館と江戸文化

博物館本館では、'恒例の特別展を函館公園の花見時期に

開柵している。会期は5月1日から6月30日までの2か月

間である。昭和55年度は江戸文化を扱った。函館が歴史的

にみて繁栄したのは、江戸時代に入ってからで松前が京文

化の影響を強く受けたのに対して函館は江戸文化の影響を

受けた。港の発展は、寛延元年（1748）に福山（松前）ニ

江差と共に交易指定港となり、これらは松前三港と呼ばれ

たが、寛政11年（1799）になると幕府は東蝦夷地を直轄し

箱館に奉行が設けられると商田屋の活踊とあわせて政治経

済の中心となった。さらに安政元年（1854）にペリーが来

航して再び幕府の直轄となってからは、江戸から学識者が

きて学問所や銭座・瀬戸座・紙座などが設けられるなど江

戸とのかかわりが深くなった。

箱館の江戸時代の副谷や生活様式についての記録や福山

江差の資料､江戸の庶民文化資料によって展示企画をした。

展示室は、1階のロビーと常設展示室である1階展示室

2階腿示室を会場とし、1階は江戸時代の箱館略年譜、箱

館と代表的人物、江戸火消と箱館消防人足、駕龍と荷車、

江戸の甲胃と刀装具、煙管瀬と財布、江戸時代の楽器、箱

館と松前・江差などコーナー別テーマ展示に、2階は江戸

剛谷と娯楽をテーマとして風俗界風をはじめ、結髪関係資

料、浮世絵関係、看板、娯楽と遊戯の道具、江戸時代の読

物が展示された。展示した資料は217件で東京国立博物館一

国立国会図書館、たばこと塩の博物館、サントリー美術館

リッカー美術館、天理図書館、函館古銭会、江差町教育委

員会、松前町教育委員会などからの出品協力があった。

この特別展を終えて、函館市内の方々や貴重な淡料の出

品を賜わった関係者に厚くお礼を申し上げる。

はくぶつかん展示室
▼高砂小学校校旗（片面部分）

この校族は卒業生が40年以上も大切に保存していたもの

である。

函館市立高砂尋常小学校は、明治15年(1882)に創基し

た函館では古い歴史亭

もつ学校であったが‐

昭和9年（1934）の雲

館大火で焼失し廃校と

なった。

（前橋市市川勝治氏

昭和54年寄鮒）

▲館砦志士戦没の図（石版刷）

明治元年11月15日、松前藩が最後の拠点と頼んだ館砦（厚沢部町）奮戦の図で、坊主頭が松前軍事方三上
マナイタ

超順で「右手二大刀ヲ揮上左手二大ナル狙板ヲ持チテ丸ヲ禦ギ」とあり、超順はこ、で戦死した。これに軍

ち向かっているのが、さしずめ脱走軍伊奈誠一郎であろう。（蛎崎広根氏昭和46年寄贈）
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測量機と辞令他5点6点

【演津昭一氏寄踊・函館市柏木町12－28】

デスモスチルスの歯1点

【赤塚庄三氏寄剛・函館市若松町32－16】

松前箱館御陣営之図1点

【梅木通徳氏寄胸・札幌市琴似西区3条3丁目】

動物写真パネル57枚

【田中光常氏寄蹴・東京都港区赤坂6－5－21－309】

刀 他3点4点

【吉村キシ氏寄剛・上磯郡上磯町久根別町108-91】

掛 軸1軸

【宮本芳美氏寄贈・函館市大手町1－10】

懐旧館記念写真1葉

【片山シヅヱ氏寄贈・函館市五稜郭町2－17】

消防夫頭布他5点6点

【深潅剛氏寄贈・函館市杉並町13-3】

羽織（男子用）1枚

【加藤トシヱ氏寄附・函館市千代台町11－5】

雷 下駄3足

【新ひな氏寄Wl・函館市元町31-14】

お まる1個

【斉藤将嘉氏寄贈・函館市谷地頭町4－6】

江戸時代の人形1点

【森本操子氏寄瑚・函館市谷地頭町18-22】

看 板1枚

【藤川博志氏寄附・函館市弁天町4－7】

水桶（大・小）2個

【西谷酉蔵氏寄脳・函館市乃木町1－5】

古書（文久年間）2冊

【笹野啓一氏寄贈・釧路市緑ケ岡4丁目10－48】

松川弁之助肖像1軸

【内藤寅治氏寄贈・函館市松川町25－7】

ダンス他2点3点

【中島シナ氏寄附・函館市柏木町20－15】

熊 はく製1匹

【森義孝氏寄附・函館市昭和町279－7】

張 板3枚

【松尾正富氏寄贈・函館市美原2丁目41－4】

ひげべら4点

【小島喜代美氏寄畑・函館市入舟町11－17】

最近受け入れた資料

シンガーミシン1台

【富原章氏寄贈・函館市日吉町4丁目25－27】

小札紺統威2枚胴具足他8点計9点

【菊谷愛子氏寄贈・函館市神山町60】

サ ーベル1振

【斉藤文子氏寄贈・函館市松陰町10－3】

レコード24枚

【渡辺卓爾氏寄蹴・札幌市豊平区北野350－78束苑マ

ンション】

紳緬他1点

【吉川静枝氏寄贈・函館市元町3－13】

刀身

【佐藤基氏寄贈・函館市深堀町32－41】

サモワール

【福原義正氏寄姻・函館市宝来町14-14】

岡持他6点

【斉藤文子氏寄畑・函館市松陰町10－3】

旧市立商砂尋常小学校校旗

【市川勝治氏寄贈・前橋市江木1276】

机他8点

【日魯漁業株式会社寄贈・函館市大手町5－10

本膳20人前

【城木タネ氏寄附・函館市青柳町24－17】

ここのおびあるまじる

【長谷川栄吉氏寄贈・函館市宮前町14-12】

スナイドル銃

【大山定雄氏寄贈・函館市的場町23－10】

詩書

【沢井久泰氏寄贈・函館市東川町7－15】

陸軍砲兵少尉正装

【宍戸守氏寄贈・函館市松陰町18－12】

樺製物入れ

【森本操子氏寄贈・函館市谷地頭町18－22】

シルクハット他1点

【春日馨氏寄贈・函館市昭和町214－25】

丹塗土師器

【藤戸正八氏寄贈・函館市大縄町14－24】

改正函館港全図

【松橋多惣治氏寄蝿・函館市弁天町12－6】

日本髪結道具12点

2藷

一
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一式
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l蔵

市立函館博物館蔵品目録n'h:;美術工芸資料輔＞

刊行される。

昭和54年に函館博物館創立100周年を迎え、それを記

念して蔵品目録が発行されることとなったが、昨年の妄

族資料篇に引き続き今年度は1420件の資料を掲載した美

術工芸資料蔵ができあがった。

一式

【笹野啓一氏寄姻・釧路市緑ケ岡4丁目10－48】

袴 他3点4点

【笹野啓一氏寄贈・釧路市緑ケ岡4丁目10－48】

明治34年函館 大 火 関 係 書 状 1 枚

【相坂春山氏寄贈・函館市海岸町1－11】
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博物館日誌抄(55.1.1～56.12.3i:
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御用始め

大阪大学文学部斯波教授近世史研究のため来

館

旧開拓使函館支庁仮博物場1号館修復のため

資料搬出（～1月29日）

防火査察（本館・分館・資料館）

カナダ大使一行来館見学

空知地区教育委貝会関係者5名来館見学

姫野英夫学芸係長退恥

･博物館協議会開仙

長谷部一弘主事、新明謙治嘱託、田口忠夫、

高橋 清発令

レオナルド・ダ・ピンチ展開催

（本館～4月20日）

特別展“箱館と江戸文化”開催

（本館～6月30日）

武具甲腎展開催（分館～5月18日）

科学教室（春の星座観測会）

講師津川軍次郎氏

青函市民文化交流団12名来館見学

児玉とみ、児玉マリ両氏児玉コレクション寄

託申し入れのため矢野市長を訪問

久留米市議会議員11名視察

大阪大学主雌r緒方洪庵と適塾展」へ高松凌

雲賓料貸出

青函市民文化交流団20名来館見学

山下利郎庶務係長、千代藍学芸係長発令

考古資料整理実施（～6月28日）

科学教室（プラネタリウム見学会）

購師津川軍次郎氏

公民館高令者大学26名来館見学

科学教室（初歩の施気）附師村上義太郎氏

青函市民文化交流団45名来館見学

日本博物館協会館長会縦、総会に館長出席

（東京都～6月25日）

北海道博物館大会に庶務係長出席（浦河町～

6月28日）

戸田市議会議員1(1名来館視察（本館．五稜郭

分館・郷土資料館）

科学教室（夏の星座と七夕観測会）

講師津川軍次郎氏

いわき市長田畑金光氏来館見学

科学教室（植物野外観察会）

講師宗像和彦氏

横浜市議会議員15名来館視察
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駒沢大学実習生受け入れ（～8月1日）

駐日イギリス大使夫妻来館見学

（本館・郷土安料館）

科学教室（昆虫野外観察会）

講師中嶋康二氏

国士館大学実習生受け入れ（～8月3日）

札幌商科大学、弘前学院大学実習生受け入れ

（～8月8日）

児玉コレクション寄託が決定される

市民購座（母と子の土器をつくる会）

識師千代学芸係長ほか

国学院大学生34名博物館実習のため来館

千代学芸係長、長谷部主事が寄託品調在のた

め児玉宅を訪問（～8月7日）

科学教室（植物野外観察会）

講師宗像和彦氏

市民購座（母と子の土器をつくる会、午前、

午後）購師岡田学芸員

市民購座（母と子の磯の生物観察会）

講師中野末司、高橋豊、千場達夫氏

東北福祉大学実習生受け入れ（～8月17日）

科学教室（昆虫野外観察会）講師佐藤誠氏

法政大学実習生受け入れ（～8月18日）

北海道教育大学錦谷教授アイヌ資料調蚕のた

め来館

科学教室（秋の星座観測会）

講師津川軍次郎氏

東北福祉大学実習生受け入れ（～8月31日）

秋田県立博物館佐藤副館長来館視察

森川覚学芸員退職

ばく涼のため臨時休館（本館～9月30日）

科学教室（月の観測会）諦師津川軍次郎氏

ばく涼のため臨時休館（分館～10月9日）

元姫野学芸係長、西田五稜郭分館庶務係長が

日本博物館協会より顕彰される

動物はくせい展開催（分館～10月22日）

函館市消防展に消防車外資料展示

（崖森屋～10月19日）

東京都港区教育長外6名来館視察

函館市所蔵文化財展開催（本館～11月16日）

科学教室（昆虫供養と購浪会）

講師中嶋康二氏

博物館協溌会開催（函館市青年センター）

御用納め
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入館者統計

昭和53年度平常展示（53.12.1～54.3.31〉

昭和54年度特別展
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昭和54年度平常展示（54.4.1～55.3.31

昭和55年度特別展

本館（5/1～6/30
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